
■第1回市議会定例会④
■6月5日㈰　北茨城市長選挙・
　　　　　　　北茨城市議会議員補欠選挙のお知らせ⑤
■平成23年度　予算⑥⑦
■ご利用ください　高齢者支援事業⑧
■浄化槽の設置費用を補助します⑨
■４月から「障害年金加算改正法」が施行されました⑩
■国保からのお知らせ⑪ 津波の被害を受けた平潟東浜地区
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東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

突
然
の
地
震
と
津
波
で
大
き
な
被
害

平成 23年 3月 11 日
午後 2時 46 分ごろ

　

平
成
23
年
３
月
11
日
㈮
、
午
後
２
時
46
分
こ
ろ
、
宮
城
県
三
陸
沖

を
震
源
と
す
る
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生
。、
地
震
と

津
波
が
東
北
か
ら
関
東
ま
で
の
広
い
範
囲
で
沿
岸
部
を
襲
い
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
で
は
、
北
茨
城
市
も
震
度
６
弱
の
激
し
い
揺
れ
と
津
波

に
み
ま
わ
れ
、
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

■震災の概要
3 月 11 日㈮
14：46 震度 6弱の地震発生

災害対策本部設置
14：49 津波警報発令

避難指示発令（震度 6弱で大規模災害のおそれ）
津波第 1波到達

15：14 大津波警報発令
3 月 12 日㈯
13：50 津波警報発令（大津波警報解除）
20：20 津波注意報発令（津波警報解除）
3 月 13 日㈰
17：58 津波注意報解除
3 月 18 日㈮
13：00 避難指示解除

■被害状況（４月５日現在）
死者 5人、行方不明者 1人、重傷 1人、軽傷 185 人
火災発生 3件
家屋等の被害　全壊 108 棟、半壊 424 棟、一部損壊 841 棟、
　　　　床上浸水 419 棟、床下浸水 142 棟
避難所の設置状況と避難者数
　　　　避 難 所　４カ所（ピーク時　　　20 カ所）
　　　　避難者数　57 人 （　　〃　　　5,000 人超）

大きな被害を受けた大津漁港

津波が線路を越えた磯原地区
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被
災
者
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

今
回
の
震
災
で
被
害
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
災
者
支

援
制
度
が
あ
り
ま
す
。総
合
相
談
窓
口
や
各
担
当
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

被
災
の
程
度
や
条
件
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
制
度
が
異
な
っ
た
り
、
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　

掲
載
情
報
は
４
月
５
日
現
在
の
も
の
で
す
。
新
た
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
、
お
知
ら
せ
回
覧
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た

 

（
市
役
所
３
階
特
設
会
場
）

①
一
般
市
民
向
け
支
援
金
や
生
活
再

建
資
金
に
関
す
る
相
談

②
商
工
業
者
な
ど
事
業
者
向
け
資
金

の
貸
付
な
ど
に
関
す
る
相
談

③
住
宅
再
建
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

会
場　
市
役
所
３
階
特
設
相
談
会
場

期
間　
４
月
30
日
㈯
ま
で
毎
日

　
　
　

※
５
月
か
ら
平
日
の
み
開
設

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

避難者が不安な夜を過ごす観光地にも爪あと（津波で流出した六角堂）

■
り
災
証
明
書
の
交
付

　

家
屋
の
損
壊
や
浸
水
等
の
被
害
に
つ
い

て
、
り
災
証
明
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
金
の
申
請
や
損
害
保
険
の
請
求
、

復
旧
資
金
の
融
資
手
続
き
な
ど
に
必
要
と

な
り
ま
す
。
税
務
課
か
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ｢

交
付
申
請
書｣

を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
調
査
が
必
要
な
た
め
、
交

付
ま
で
日
数
を
要
し
ま
す
。　
【
税
務
課
】

■
生
活
再
建
に
向
け
た
相
談

　・
貸
付
金
保
証
制
度

　

今
回
の
震
災
で
被
災
し
た
方
を
対
象
に
、

筑
波
銀
行
磯
原
支
店
が
行
う
限
度
額
５
万

円
の
一
時
資
金
の
貸
付
に
つ
い
て
、
市
が

保
証
す
る
も
の
で
す
。　
【
社
会
福
祉
課
】

　・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給

　

住
居
が
全
壊
や
大
規
模
半
壊
、
ま
た
は

半
壊
で
あ
っ
て
も
や
む
を
得
ず
解
体
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
態
と
な
っ
た
と
き
に
、
支

援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　
　
【
市
民
課
】

　・
災
害
見
舞
金
の
支
給

　

家
財
や
住
居
な
ど
の
損
害
の
程
度
に
よ

り
、
見
舞
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
【
社
会
福
祉
課
】

　・
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
制
限
の
解
除

　

住
居
や
家
財
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た

と
き
に
適
用
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
福
祉
課
】

■
事
業
の
再
建
な
ど
に
関
す
る
相
談

　・
地
震
特
別
対
策
融
資
制
度

　

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
事
業
者
の
災

害
復
旧
や
経
営
安
定
を
図
る
た
め
の
融
資

制
度
で
す
。　
【
商
工
観
光
課
・
商
工
会
】

　・
農
業
者
漁
業
者
向
け
緊
急
つ
な
ぎ
資
金

　

組
合
員
を
対
象
に
、
災
害
復
旧
や
損
失

補
償
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
生
活
維
持
や
再

生
産
確
保
の
資
金
を
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　
　
　
　
【
農
林
水
産
課
・
農
協
・
漁
協
】

　・
系
統
農
業
災
害
資
金
融
資

　

災
害
被
害
農
家
（
農
協
正
組
合
員
）
を

対
象
に
震
災
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害

を
対
象
に
資
金
の
融
資
を
行
う
制
度
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
農
林
水
産
課
・
農
協
】

■
住
宅
再
建
へ
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

　・
被
災
住
宅
の
た
め
の
災
害
復
興
融
資

　

被
災
住
宅
の
復
旧
の
た
め
、
建
設
資
金
、

購
入
資
金
ま
た
は
補
修
資
金
を
融
資
す
る

制
度
で
す
。

　
【
都
市
計
画
課
・
住
宅
金
融
支
援
機
構
】

■
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納
期
限
の
延
長

　

平
成
23
年
度
固
定
資
産
税
第
１
期
の
納

期
限
は
、
５
月
31
日
㈫
に
延
長
し
ま
す
。

前
納
報
奨
金
も
同
日
ま
で
に
納
付
し
た
場

合
に
適
用
と
な
り
、
帳
簿
縦
覧
期
間
も
同

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。　
　
　
【
税
務
課
】

■
そ
の
他

　・
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　
（
震
災
に
関
連
す
る
事
例
の
み
）

と
き　
４
月
27
日
㈬
、
５
月
12
日
㈭

　

午
後
１
時
～
４
時(

１
人
20
分
程
度)

と
こ
ろ　
市
役
所
会
議
室
（
３
階
）

申
し
込
み　
４
月
22
日
㈮
午
前
８
時
30
分

か
ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
電
話
☎
㊸

２
３
２
４
で
受
付
。
そ
れ
以
降
は
左
記

で
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）。

申
問
市
民
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
原
）
内
１
７
７
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第
１
回 

市
議
会
定
例
会

第
１
回 

市
議
会
定
例
会

平
成
23
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

議
案
35
件
を
可
決

　

平
成
23
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

当
初
15
日
間
の
会
期
予
定
が
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発
生
に

よ
り
会
期
を
延
長
し
、
24
日
に
議
了
し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
に
は
陳
情

２
件
、
選
挙
１
件
、
決
議
１
件
、
報
告
１
件
、
議
案
35
件
が
上
程
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
報
告
、
承
認
さ
れ
た
専
決
処
分

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算
な
ど

■
決
議
・
陳
情

◎
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
11
月
29
日
に
発
生
し
た
物
損

事
故
に
つ
い
て
、
示
談
が
成
立
し
た
こ
と

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
選

　
任
の
承
認
に
つ
い
て

　

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
後
任
の

委
員
に
渡
邊
義
憲
氏
を
選
任
し
た
こ
と
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
県
北
地
方
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
廃

　
止
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

日
立
市
、
常
陸
太
田
市
、
高
萩
市
、
北

茨
城
市
の
４
市
で
構
成
す
る
同
協
議
会
に

つ
い
て
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
す

る
協
議
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
が
１
５
３
億
３
０

０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
３
・
６
㌫

の
増
に
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
事

　
業
会
計
予
算

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
同
額
の
28
億

３
０
９
万
７
千
円
を
計
上
し
、
市
民
の
健

康
確
保
と
地
域
医
療
機
関
の
中
核
的
病
院

の
役
割
を
担
い
、
医
療
水
準
の
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
資
本
的
収
入
は
12
億
５
２

５
４
万
１
千
円
、
支
出
は
15
億
５
６
６
２

万
２
千
円
を
計
上
し
、
新
病
院
建
設
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◎
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
起
因
す
る

東
京
電
力
福
島
第
一
火
力
発
電
所
事
故

に
対
す
る
決
議

　

今
回
の
事
故
に
お
い
て
、
生
活
や
産
業

へ
の
影
響
や
風
評
被
害
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
国
や
東
京
電
力
に
対
し
、

事
態
の
一
刻
も
早
い
終
息
と
、
地
域
の
再

生
に
向
け
た
補
償
を
強
く
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
提
出

　
を
求
め
る
陳
情
　
　
　
　（
継
続
審
査
）

◎
市
議
会
議
員
の
定
数
削
減
を
求
め
る
陳

　
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
継
続
審
査
）

に
よ
り
、
そ
の
損
害
賠
償
額
を
報
告
す
る

も
の
で
す
。

◎
平
成
22
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
６
号
）

　

自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
に
伴
い
、
７

９
１
６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

が
１
５
４
億
２
３
４
２
万
７
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

◎
北
茨
城
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼

児
に
限
っ
て
い
た
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

に
お
け
る
自
己
負
担
分
の
支
給
対
象
者
を
、

４
月
１
日
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡

大
す
る
も
の
で
す
。

◎
北
茨
城
市
漁
業
歴
史
資
料
館
の
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

よ
う
・
そ
ろ
ー
展
示
棟
の
研
修
室
利
用

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
利
用
料
金
を

設
定
す
る
も
の
で
す
。

被
災
者
向
け
貸
付
金
の

　

補
正
予
算
案
を
即
日
可
決

　

会
期
中
に
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
３
月

18
日
に
本
会
議
が
召
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
被
災
１
世
帯
に
つ
き

５
万
円
の
資
金
を
早
急
に
貸
し
付
け

る
制
度
を
設
け
る
た
め
の
平
成
22
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
追
加
提

案
さ
れ
、
即
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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6 5日月 日

北
茨
城
市
長
選
挙
・

北
茨
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

北
茨
城
市
長
選
挙
・
北
茨
城
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
６
月
５
日
㈰

に
投
開
票
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
期
日

前
投
票
と
不
在
者
投
票
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
事
前
に
手
続
が
必
要
な

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
身
体

に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
投
票
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
が
自
宅
等
か
ら
郵
送
で
投

票
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象
者
は
、
下
表

に
該
当
す
る
方
で
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
対
象
者
の
う
ち
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
代

理
記
載
人
」（
選
挙
権
を
有
す
る
方
）
を

届
け
出
る
こ
と
で
、
代
理
記
載
人
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の

障
害
程
度
が
１
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

○
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

間
の
末
日
ま
で

　

場
所　

自
宅
等
の
現
在
い
る
場
所

　

期
間　

公
示
又
は
告
示
の
日
の
翌
日
か

　
　
　
　

ら
投
票
日
前
日
ま
で

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の

方
に
は
、
選
挙
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

等
投
票
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

投
票
用
紙
等
の
請
求
期
限
は
、
選
挙
の
期

日
（
投
開
票
の
日
）
前
４
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
選
挙
期
日
の
公
示
又
は
告

示
の
日
以
前
に
お
い
て
も
投
票
用
紙
等
の

請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
つ
方
は
、
交
付
の
日
か
ら
７
年

・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
持
つ
方
は
、

交
付
の
日
か
ら
要
介
護
認
定
の
有
効
期

　

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
大
友
）

内
３
２
１
、３
２
２

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
」

に
本
人
が
必
要
事
項
を
記
入
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
又
は
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
添
え
て

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
有
効

期
限
が
切
れ
た
方
や
、
証
明
書
を
紛
失
し

た
方
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
こ
の
制
度
に
よ

る
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
再
交
付
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

郵便等による不在者投票ができる方
区　　分 傷 害 等 の 状 態 傷害等の程度

身体障害者手帳
を持つ方

両下肢、体幹、移動機能の障害 1級、2級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸の障害 1級、3級

免疫、肝臓の障害 1級〜 3級

戦傷病者手帳を
持つ方

両下肢、体幹、移動機能の障害 特別項症
〜第 2項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓の障害

特別項症
〜第 3項症

介護保険の被保
険者証を持つ方 被保険者証の要介護状態区分 要介護 5

立候補予定者説明会
　今回の選挙に立候補を予定されてい
る方とその関係者を対象に説明会を行
います。
●と　き　5月10日㈫
　　　　　午後1時30分から
●ところ　市役所全員協議会室（3階）

内容　投票所において、選挙の投票が正しく
公正に行われているかを監視していただき
ます。
期間　期日前投票期間（５月３０日㈪～６月

４日㈯）のうちから希望する日 ( 複数日可 )
場所及び時間
①市役所本庁　午前８時 30 分～午後８時
②ヨークベニマル中郷店駐車場内、北部市民
　サービスセンター　午前９時～午後７時
対象　市内在住で、この選挙の選挙権を有す

るおおむね 40 歳以下の方
報酬（１日当たり）
①市役所本庁　　　　　　　　　９５００円
②ヨークベニマル中郷店駐車場内、北部市民
　サービスセンター　　　　　　８２００円
※従事時間により報酬額が異なります。また
報酬額から所得税が源泉徴収されます。
その他　昼食は各自用意となります。市役所

本庁のみ夕食を事務局で手配します。
申込方法　４月２７日㈬までに、市選挙管理

委員会窓口で直接申込みください。
※申込書は市選挙管理委員会窓口と各市民サ
ービスセンターにあります。また、市ホーム
ページからもダウンロードできます。

「期日前投票立会人」募集

■
郵
便
等
に
よ
る

　

不
在
者
投
票
制
度

●
代
理
記
載
制
度

●
投
票
で
き
る
場
所
及
び
期
間

●
投
票
用
紙
等
の
請
求

●
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
申
請
手
続

●
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間
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平
成
23
年
度

　予
算
の
概
要

　

こ
の
ほ
ど
、
市
の
平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
、
第
１
回
市
議
会
定
例

会
の
議
決
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
各
会
計
別
に
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
総
額

一
般
会
計
歳
入
（
収
入
）

特
別
会
計
予
算

企
業
会
計
予
算

一
般
会
計
歳
出
（
支
出
）

　

一
般
会
計
予
算
は
市
政
全
般
に
使
う
お

金
で
、
そ
の
額
は
１
５
３
億
３
０
０
０
万

円
。
前
年
度
と
比
べ
５
．
１
㌫
の
増
額
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
市
税
を
57
億
７

２
５
２
万
８
千
円
、
地
方
交
付
税
を
31
億

３
０
０
０
万
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
予
算
は
特
定
分
野
に
限
っ
て

使
う
お
金
で
、
そ
の
額
は
88
億
９
４
１
８

万
３
千
円
。
前
年
度
と
比
べ
０
．
１
㌫
の

増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
予
算
は
、
上
水
道
、
工
業
用

水
道
、
市
立
総
合
病
院
の
予
算
で
前
年
度

と
比
べ
17
．
６
㌫
増
の
総
額
60
億
８
３
５

０
万
円
で
す
。

　

こ
れ
は
新
病
院
建
設
を
進
め
る
た
め
、

市
立
総
合
病
院
会
計
が
前
年
度
に
比
べ
28

㌫
増
の
43
億
５
９
７
１
万
９
千
円
を
計
上

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
、
議
会
費
は
地
方
議
会

議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に
伴
う
共
済
費
の

増
に
よ
り
41
．４
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費
は
重
点
分
野
雇
用
創
造
事
業
費
な

ど
の
増
額
に
よ
り
３
．
６
㌫
の
増
で
す
。

民
生
費
は
子
ど
も
手
当
費
、
障
害
者
自
立

支
援
費
に
よ
り
８
．
４
㌫
増
で
す
。
衛
生

費
は
子
宮
頚
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
な
ど
予
防

接
種
促
進
の
た
め
６
．
３
㌫
の
増
。
農
林

水
産
業
費
は
８
．
８
㌫
の
減
。
商
工
費
は

企
業
誘
致
奨
励
金
の
増
額
に
よ
り
22
．
１

㌫
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
木
費
は
磯
原

中
央
公
園
整
備
工
事
な
ど
で
９
．
５
㌫
の

増
。
消
防
費
は
５
．
１
㌫
の
減
。
教
育
費

は
小
学
校
教
室
の
床
改
修
工
事
や
中
郷
中

学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
な
ど
で
５
．
２

㌫
の
増
。
公
債
費
は
償
還
利
子
の
減
に
よ

り
２
．
９
㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 23 年度会計別予算（当初） ※△はマイナスを表します。

会 計 区 分 今年度予算額 前年度予算額 比 較 増減率（％）

一 般 会 計 153 億 3000 万円 145 億 8900 万円 7億 4100 万円 5.1

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 49 億 5814 万 3千円 50 億 4627 万 3千円 △ 8813 万円 △ 1.7
水 沼 診 療 所 914 万 8千円 876 万 7千円 38 万 1千円 4.3
老 人 保 健 0円 127 万 5千円 △ 127 万 5千円 皆減
公 共 下 水 道 5億 2734 万 4千円 5億 6849 万 2千円 △ 4114 万 8千円 △ 7.2
漁 業 集 落 排 水 5084 万 1千円 4754 万円 330 万 1千円 6.9
介 護 保 険 29 億 4967 万 7千円 28 億 999 万 3千円 1億 3968 万 4千円 5.0
後 期 高 齢 者 医 療 3億 9903 万円 4億 518 万 9千円 615 万 9千円 △ 1.5

企
業
会
計

上 水 道 14 億 865 万 5千円 14 億 7192 万 4千円 △ 6326 万 9千円 △ 4.3
工 業 用 水 道 3億 1512 万 6千円 2億 9723 万円 1789 万 6千円 6.0
市 立 総 合 病 院 43 億 5971 万 9千円 34 億 535 万 7千円 9億 5436 万 2千円 28.0

予算総額 303 億 768 万 3千円

一般会計 153 億 3000 万円

特別会計 88億 9418 万 3千円

企業会計 60億 8350 万円
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市民税

市税の内訳

36.6％

21 億 1158 万円
固定資産税

軽自動車税

52.9％

30 億 5193 万円

9227 万 4千円　1.6％

市たばこ税 3億 209 万 3千円　5.2％

都市計画税 1億 8678 万 3千円　3.2％

入湯税 2786 万 8千円　0.5％

市　税
57億7252万8千円

37.6％

国庫支出金
19億4461万9千円

12.7％
地方交付税
31億3000万円
20.4％

繰入金 1億8306万2千円 1.2％
繰越金 1億5000万円 1.0％

分担金及び負担金 1億4916万4千円 1.0％地方譲与税 2億300万円 1.3％

使用料及び手数料 4億1533万円8千円 2.7％

地方消費税交付金 4億2700万 2.8％

諸収入 4億8476万9千円 3.2％

市債
10億2620万円

6.7％

県支出金
12億6653万7千円12億6653万7千円 8.3％

地方特例交付金 7500万円 0.5％

その他 1億278万3千円 0.6％

商工費 4億5544万6千円 3.0％

農林水産業費 5億441万7千円 3.3％

議会費 2億8209万円 1.8％

その他 7057万9千円 0.4％

民生費
51億6516万3千円

33.7％

総務費
20億3208万2千円

13.3％

公債費
20億3194万4千円

13.3％

衛生費
16億6061万8千円

10.8％

教育費
11億7384万円

7.7％

土木費

消防費
8億3180万2千円

消防費

11億2201万9千円

8億3180万2千円

7.3％

5.4％5.4％

歳　出（使うお金）153 億 3000 万円

歳　入（入るお金）153 億 3000 万円

歳　出

歳　入

　■重点事業

重点分野雇用創造事業 2億 4346 万円

緊急雇用創出事業及び
ふるさと雇用再生特別基金事業 9735 万円

中郷地区農免道路整備事業負担金 3031 万円

磯原中央公園整備事業
（花園川ウォーキングロード整備） 8000 万円

磯原地区公園再整備事業 3200 万円

新病院東西線整備事業 4150 万円

関田・粟野線道路改良 3000 万円

関本下・仁井田線新設改良 4400 万円

金付・矢萩線街路改良 2263 万円

中郷中学校校舎大規模改造工事 5415 万円

子ども手当費（国県負担分） 10 億 2465 万円

　■新規事業

辺地共聴施設新設対策事業費補助金 2000 万円

小児自己負担市助成医療扶助費 1944 万円

保育所緊急整備事業費補助金 6526 万円

ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン接種事業 3171 万円

子宮頸がん等ワクチン接種事業 1901 万円

ごみの出し方案内・相談窓口の開設 317 万円

茜平総合交流施設周辺環境整備 363 万円

都市計画基本図作成業務委託料 2718 万円

消防ポンプ自動車の購入 3000 万円

防災行政無線（移動系）整備事業 1879 万円

小学校営繕工事 4781 万円

関南小学校耐震診断委託料 417 万円

関本中学校耐震診断委託料 740 万円

華川中学校屋内運動場耐震補強設計業務 532 万円

よりよい学校生活と
友達づくりのためのアンケート事業 165 万円

ヒロシマで学ぶ平和への旅事業補助金 390 万円

予算に計上された主な事業費
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市
で
は
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に

軽
度
生
活
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
軽
度
生
活
援
助
事
業

　

在
宅
で
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に

対
し
て
、
簡
単
な
日
常
生
活
上
の
援
助
を

行
い
ま
す
。

○
対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
単
身
世

帯
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は
こ
れ

に
準
じ
る
世
帯
に
属
し
て
い
る
高
齢
者

○
支
援
内
容　
援
助
員
を
派
遣
し
、
外
出

時
の
援
助
、
食
材
の
買
い
物
、
家
周
り

の
手
入
れ
、
家
屋
内
の
整
理
整
頓
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

○
費
用　
１
時
間
当
た
り
２
０
０
円
の
ほ

か
に
、
実
費
負
担
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑

■
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

徘
徊
（
は
い
か
い
）
時
、
早
期
に
発
見

で
き
る
よ
う
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
を
貸
し

出
し
ま
す
。

○
対
象　
徘
徊
の
見
ら
れ
る
認
知
症
高
齢

者
や
知
的
障
害
者
の
方
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族

○
費
用　
基
本
月
額　

５
２
５
円
（
消
耗

品
代
金
が
別
途
か
か
る
場
合
あ
り
）

※
検
索
シ
ス
テ
ム
加
入
料
、
貸
与
機
器
の

レ
ン
タ
ル
料
、
位
置
情
報
提
供
料
金
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
本
人
の
顔
写
真

２
枚
、
預
金
通
帳
と
届
け
出
印
、
ま
た

は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
印
鑑

■
訪
問
理
美
容
費
の
助
成

　

店
舗
で
の
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

困
難
な
方
に
、
訪
問
理
美
容
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

○
対
象　
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
３
、
４
、
５

に
認
定
さ
れ
て
い
る
方

○
助
成
内
容　
訪
問
理
美
容
登
録
店
の
出

張
経
費
を
１
回
１
０
０
０
円
で
、
年
間

４
回
の
給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

※
散
髪
な
ど
の
実
費
は
利
用
者
負
担
で
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
介
護
保

険
被
保
険
者
証

※
こ
の
助
成
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

■
介
護
用
品
の
給
付

　

紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
給
付
し

ま
す
。

○
対
象　
在
宅
高
齢
者
の
方
で
介
護
用
品

を
使
用
し
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護

４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
て
い
る
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族

※
４
月
１
日
か
ら
年
齢
制
限
が
な
く
な
り

ま
し
た
。

○
給
付
方
法　
月
額
３
０
０
０
円
分
の
給

付
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
介
護
保

険
被
保
険
証

※
こ
の
給
付
は
年
度
ご
と
に
更
新
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係
（
鈴
木
）

内
１
２
２

高
齢
者
支
援
事
業

高
齢
者
支
援
事
業

高
齢
者
支
援
事
業

ご
利
用
く
だ
さ
い

児童扶養手当等の手当額改定のお知らせ
　下記の手当の額が、平成 23 年４月分から、消費者物価指数の
下落に伴い改定されました。

申問社会福祉課 児童福祉係（赤沼）　　　　　　　　　内１３３

手　　当　　名
平成 22 年度
（改定前月額）

平成 23 年度
（改定後月額）

児童扶養手当

全部支給 4万 1720 円 4万 1550 円

一部支給
4万 1710 円
〜 9850 円

4万 1540 円
〜 9810 円

特別児童
扶養手当

1級 5万 750 円 5万 550 円

2級 3万 3800 円 3万 3670 円

特別障害者
手当等

特別障害者手当 2万 6440 円 2万 6340 円

障害児福祉手当 1万 4380 円 1万 4330 円

福祉手当
（経過措置分）

1万 4380 円 1万 4330 円

住宅用火災警報器設置促進PR
　３月６日、春季火災予防運動の一環とし
て、市消防本部が住宅用火災警報器設置促
進キャンペーンを行いました。
　このキャンペーンでは、女性分団員たち
と住宅用火災警報器設置促進ののぼりを立
て、啓発チラシ等を配布しながら、既に義
務化されている住宅用火災警報器の早期設
置を呼びかけました。

問消防本部（嶋岡）
☎４２－０１６１
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市
で
は
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

方
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
浄
化

槽
を
設
置
す
る
意
味
や
対
象
区
域
、
補
助

金
額
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
と

　

し
尿
と
家
庭
用
雑
排
水
を
合
わ
せ
て
処

理
す
る
「
浄
化
槽
（
合
併
処
理
浄
化
槽
）」

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ト
イ
レ
を

水
洗
化
し
て
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
と
共

に
、
き
れ
い
な
水
を
流
し
て
河
川
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
の
浄
化
槽

　

主
に
居
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
（
小
規

模
店
舗
等
を
併
設
し
た
も
の
で
、
住
宅
部

分
の
床
面
積
が
総
床
面
積
の
２
分
の
１
以

上
の
も
の
を
含
む
）。
た
だ
し
建
売
住
宅
、

貸
家
、
別
荘
な
ど
を
除
き
ま
す
。

　

対
象
の
区
域

　

次
の
区
域
を
除
く
区
域
が
、
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

⑴
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内
と
同
区
域
内

で
お
お
む
ね
７
年
以
内
に
整
備
が
見
込

ま
れ
る
区
域
（
磯
原
町
磯
原
の
一
部
、

関
南
町
神
岡
上
・
下
の
一
部
）

⑵
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処
理
区
域

（
平
潟
町
の
一
部
）

⑶
住
宅
団
地
内
に
処
理
施
設
を
有
し
、
雑

排
水
を
処
理
し
て
い
る
区
域

　

浄
化
槽
の
タ
イ
プ

　

補
助
の
対
象
に
な
る
浄
化
槽
は
、
次
の

と
お
り
処
理
人
数
が
10
人
以
下
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

　

５
人
槽　
　
　
　

29
万
４
０
０
０
円

　

６
～
７
人
槽　
　

34
万
２
０
０
０
円

　

８
～
10
人
槽　
　

45
万
９
０
０
０
円

※
単
独
処
理
浄
化
槽（
し
尿
の
み
を
処
理
）

の
撤
去
を
伴
う
場
合
は
、
単
独
処
理
浄
化

槽
撤
去
費
補
助
金
９
万
円
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法

　

申
請
す
る
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係
（
山
野
辺
）

内
３
７
１
～
３
７
３

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を
補
助
し
ま
す

浄
化
槽

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、
憲
法
週

間
で
す
。
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本
国

憲
法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
す
。
こ
の
憲

法
週
間
に
ち
な
み
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
差
別
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
困
っ
て
い

る
こ
と
、
心
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

○
と
き　
５
月
11
日
㈬

　

午
後
１
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　
市
役
所
４
階
特
設
相
談
所

○
相
談
員　
北
茨
城
市
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。

篠
原　

裕
子
（
中
郷
町
）

茅
根　

修
善
（
磯
原
町
）

鈴
木　

和
子
（
華
川
町
）

大
森　

正
一
（
関
南
町
）

鈴
木　

薫　
　
（
大
津
町
）

阿
部　

博
昭
（
平
潟
町
）

駒
橋　

秋
男
（
関
本
町
）

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係
（
塚
原
）内

１
７
８

よ
う
・
そ
ろ
ー
の
研
修
室

使
用
方
法
・
料
金
改
定
に
つ
い
て

市
立
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

漁
業
歴
史
資
料
館
よ
う
・
そ
ろ
ー

展
示
棟
内
の
研
修
室
使
用
料
は
、
こ

れ
ま
で
は
使
用
者
の
人
数
で
頂
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
事
前
に
使
用
人
数

が
掴
み
に
く
い
講
演
会
や
研
修
会
、

会
議
な
ど
で
も
使
い
や
す
い
よ
う
、

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
室
の
新
し
い
使
用
時
間
・
料

金
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

午
前
９
時
～
午
後
１
時
１
０
０
０
円

午
後
１
時
～
午
後
５
時
１
０
０
０
円

※
よ
う
・
そ
ろ
ー
は
震
災
で
当
分
の

間
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
農
林
水
産
課 

水
産
振
興
係

（
川
﨑
）
内
３
８
２

※
新
刊
図
書
は
14
頁
に
あ
り
ま
す
。

問
市
立
図
書
館　
　

☎
㊷
１
４
５
１

　

震
災
の
影
響
で
休
館
し
て
い
た
市

立
図
書
館
は
、
４
月
12
日
か
ら
再
開

い
た
し
ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

4 月

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

5/1 2 3 4 5 6 7

は休館日

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

5
11



　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
所
得
が
少
な
い
学
生
の
た

め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
　
大
学
、
短
大
、
高
校
、
高
等
専

門
学
校
、
予
備
校
な
ど
に
在
学
す
る
方

※
一
部
対
象
外
と
な
る
学
校
が
あ
り
ま
す
。

○
手
続
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま
た

は
納
付
書
、
有
効
期
間
が
表
示
さ
れ
た

学
生
証
ま
た
は
現
年
度
の
在
学
証
明
書
、

印
鑑
、
加
入
届
（
20
歳
到
達
者
の
み
）

○
申
請　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
る
に
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　

平
成
22
年
度
の
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
平
成
22
年
２
月
28
日
ま
で
に
受
け

た
方
で
４
月
以
降
も
在
籍
す
る
方
は
、

平
成
23
年
度
の
申
請
書
が
日
本
年
金
機

構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　

平
成
23
年
３
月
１
日
以
降
に
承
認
を

受
け
た
方
、
平
成
22
年
度
分
の
申
請
を

３月31日退職
　〈院長代行〉
　　種村　　　孝　医師
　〈麻酔科〉
　　米加田　啓介　医師
　〈眼　科〉
　　今本　　　求　医師
　〈内　科〉
　　氏家　士富子　医師
　〈循環器内科〉
　　阿部　　真也　医師
　〈整形外科〉
　　吉田　　成寿　医師

４月１日赴任
　〈院　長〉
　　土井　　幹雄　医師
　〈循環器内科〉
　　山尾　　秀二　医師
　〈内　科〉
　　澁木　　太郎　医師

忘
れ
た
方
は
市
役
所
で
申
請
が
必
要
で

す
。

※
平
成
22
年
度
分
の
申
請
受
付
締
切
は
４

月
28
日
㈭
で
す
。

○
留
年
等
を
し
た
場
合　

留
年
や
進
学
、

編
入
学
し
た
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で

す
。
退
学
の
場
合
も
届
出
が
必
要
で
す
。

※
卒
業
後
、
就
職
が
決
ま
ら
ず
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
窓
口

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
承
認
期
間　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な

期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
は
受
給
額
の
計
算
か
ら

外
れ
、
年
金
額
が
減
少
し
ま
す
。
年
金
額

を
増
額
し
た
い
時
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
納
）。

問
保
険
年
金
課 
医
療
年
金
係

（
鈴
木
）
内
１
８
７

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
は
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
当
時
に
、
受
給
権

者
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配

偶
者
や
子
が
い
る
場
合
で
、
障
害
等
級

が
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す
る
方
に

加
算
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
施

行
の
「
国
民
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
障
害
年
金
を
受
け

る
権
利
が
発
生
し
た
後
に
、
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
配
偶
者
や
子
が

い
る
場
合
に
も
、
届
出
に
よ
っ
て
加
算

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金

の
子
加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と

で
、
併
せ
て
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

の
運
用
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
子
が
障
害
基
礎

年
金
の
子
加
算
の
対
象
で
あ
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年
４
月

以
降
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害
基

礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上
回
る
場
合
に

は
、
年
金
受
給
権
者
と
子
の
間
に
生
計

加
算
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の

運
用
見
直
し
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の

取
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た

維
持
関
係
が
な
い
も
の
と
し
て
取
扱
い
、

子
加
算
の
対
象
と
し
な
い
こ
と
で
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加

算
の
間
で
受
給
変
更
が
で
き
る
場
合

　

両
親
の
一
方
が
児
童
扶
養
手
当
法
施

行
令
で
定
め
る
障
害
（
国
民
年
金
ま
た

は
厚
生
年
金
保
険
法
１
級
相
当
）
の
状

態
に
あ
る
こ
と
で
、
配
偶
者
に
支
給
さ

れ
る
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子

加
算
で
受
給
変
更
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算

の
間
で
受
給
変
更
が
で
き
な
い
場
合

　

母
子
世
帯
や
父
子
世
帯
の
方
は
、
児

童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の
子
加
算
で

受
給
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
は
認
定
請
求
の
翌
月
か

ら
で
す
。

申
問
年
金
に
つ
い
て

　

保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
鈴
木
）
内
１
８
７

　

日
立
年
金
事
務
所

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
９
３

　

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
赤
沼
）

内
１
３
３

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た

「
障
害
年
金
加
算
改
善
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た

４
月
か
ら

市立総合病院

医師の退職
赴任のお知らせ
医師の退職

赴任のお知らせ
医師の退職

赴任のお知らせ
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○妊産婦マル福の改正
　これまで県の制度による妊産婦マル福は、医師の
認めた疾病に限り該当しましたが、４月診療分から
は、原則産婦人科を標榜する医療機関は有効となり
ます。
　他の診療科を受診する場合は、産婦人科を標榜す
る医療機関からの紹介（診療情報提供）がある場合、
助成の対象となります。
　４月からは、母子手帳交付時に受給者証の交付申
請を行ってください。
○小児マル福の改正
　子育て支援の一環として、市が行っているマル福
の自己負担金肩代わり制度は、未就学児までとなっ
ています。
　平成23年４月診療分から対象年齢が引き上げら
れ、小学校３年生まで拡大されます。
　これに伴い、口座の登録が必要になります。まだ
口座登録を済ませていない方は、預金通帳と認印を
持参の上、手続をお願いします。

保険年金課 医療年金係（小豆畑）	 １８６

４月からマル福制度が改正されます
●院長就任挨拶●

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
40
～
74
歳
の
国

保
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
の
有
病
者
の
減
少
を
目
的
と
し

た
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

①
腹
囲
測
定
な
ど
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
発
見
す
る
た
め
の
検
査
で
す

・
検
査
項
目　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
腹
囲
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、血
圧
、尿
検
査
、血
液
検
査
（
脂

質
、肝
機
能
、血
糖
値
、ク
レ
ア
チ
ニ
ン
）

※
心
電
図
、
貧
血
、
眼
底
検
査
は
医
師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
、
実
施
し
ま
す
。

②
対
象
者
は
40
歳
～
74
歳
で
す

　

自
己
負
担
は
無
料
で
す
。
受
診
券
と
日

程
表
は
４
月
に
一
斉
発
送
す
る
た
め
、
紛

失
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
個

別
健
診
（
医
療
機
関
で
の
健
診
）
は
４
月

下
旬
か
ら
、
集
団
健
診
（
市
内
各
地
の
公

民
館
や
集
会
所
で
の
健
診
）
は
５
月
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い
日
時
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
継
続
し
た
健
康
管
理
が
で
き
ま
す

　

受
診
後
、
約
１
カ
月
で
健
診
結
果
が
届

く
ほ
か
、
健
診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
の
改

善
が
必
要
な
方
に
は
健
康
状
態
や
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
の
支
援

を
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指

導
士
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
受

け
て
健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

小
学
生
低
学
年
（
１
～
４
年
）
の
部

敢
闘
賞
　
明
徳
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
北
茨
城
勇
心
館

中
学
生　

女
子
の
部

　

優
勝　

中
郷
中
学
校

中
学
生
（
男
女
混
合
）
の
部

　

第
３
位　

磯
原
中
学
校

※
市
内
の
入
賞
の
み
掲
載

問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
中
根
）
内
４
２
１

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
75
歳
以
上
の
方
の
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
も
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
、
共
済
組
合
等
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
現
在
ご
加
入
の
医

療
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
１
０
０
人
に
中
郷
温
泉
通
り

ゃ
ん
せ
の
入
浴
回
数
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
太
田
）内

１
８
４

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
を
対
象
に
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
診
券
と
日

程
表
は
４
月
に
一
斉
送
付
し
ま
す
の
で
、

都
合
の
良
い
日
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係
（
鈴
木
）

内
１
８
７

第
34
回
近
県
北
茨
城
剣
道
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

11　広報　きたいばらき　4月号

　平成 23 年４月１日付で、
北茨城市立総合病院の院長を
拝命いたしました土井幹雄で
ございます。
まず、今般の未曾有の大災害

の被害に遭われました全ての皆さまに心よりお見舞
いを申しあげます。
　今回の震災では、当院も大きな痛手を負い、大変
なご不安とご不便をおかけしておりますこと、職員
一同とても悲しくまた申し訳なく思っております。
市当局並びに関係各機関の大きなご援助もいただき
ながら、一日も早く、市民の皆様にご安心いただけ
る医療をお届けできるよう、再建に昼夜を徹して力
を尽くしております。
　今後も、私たちは医の原点である人と人を繋ぎ、
心を通わせ、互いに協力しあいながら、少しでも病
を癒すために総力を注いでまいりますので、皆様の
信頼をお寄せいただきますようお願い申し上げ、ご
挨拶といたします。

市立総合病院院長

土井　幹雄　医師
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２
月
19
日
、
市
内
外
か
ら
親
子
な
ど

48
人
が
参
加
し
て「
ふ
る
さ
と
探
検
隊
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
村
の
自
然
や
農
業
施
設
の
見
学
を

通
じ
そ
の
歴
史
、
役
割
を
感
じ
て
も
ら

お
う
と
県
と
市
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

中
郷
町
石
岡
の
十
石
堀
親
水
公
園
で
沼

田
主
計
翁
が
遺
し
、
今
も
利
用
さ
れ
る

十
石
堀
の
説
明
を
受
け
た
後
、
公
園
か

ら
上
流
の
取
水
口
ま
で
実
際
に
歩
い
て

見
学
し
、
先
人
の
功
績
に
触
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
か
ら
は
ガ
ラ
ス
工
房
シ
リ

カ
で
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
や
、
マ
ウ
ン
ト

あ
か
ね
で
そ
ば
打
ち
も
体
験
し
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
妻
小
学
校
で
は
３
月
２
日
、
華
川

小
学
校
で
は
３
月
３
日
、
各
校
児
童
に

よ
る
「
ヤ
マ
メ
の
放
流
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
清
流
に
住
む
ヤ
マ
メ

を
育
て
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
し
て
も
ら

う
の
が
ね
ら
い
。
皆
さ
ん
は
県
の
内
水

面
水
産
試
験
場
の
職
員
か
ら
指
導
を
受

け
て
育
て
た
、
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
匹
ほ

ど
の
稚
魚
を
花
園
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

中
妻
小
学
校
で
は　

４
年
生
26
人
が
、

ま
た
華
川
小
学
校
で
は
、
こ
の
春
、
卒

業
す
る
６
年
生
11
人
に
続
い
て
在
校
生

全
員
が
「
元
気
で
ね
」「
大
き
く
な
っ

て
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
な
が
ら
大
切

に
育
て
た
稚
魚
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で

い
ま
し
た
。

先
人
の
残
し
た
十
石
堀
を
歩
く

親
子
参
加
の
ふ
る
さ
と
探
検
隊

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
考
え
て

ヤ
マ
メ
放
流

　

こ
の
３
月
、
市
内
小
中
学
校
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
各
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
中
学
生
５
０
１
人
、
小
学
生

４
７
７
人
が
そ
れ
ぞ
れ
通
い
慣
れ
た
校

舎
を
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

中
郷
中
学
校
で
は
１
４
２
人
が
卒
業

を
迎
え
ま
し
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
卒
業

証
書
を
受
け
取
っ
た
皆
さ
ん
は
、
感
謝

の
思
い
を
胸
に
、
新
生
活
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
旅
立
ち
を
迎
え
る

小
中
学
校
で
卒
業
式

広報　きたいばらき　4月号　12
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行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
と
遺
言
に

つ
い
て
ほ
か
、
各
種
行
政
手
続
き

に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　
５
月
６
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

  （
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
会
議
室

○
と
き　

毎
月
第
２
火
曜
日

　

午
前
９
～
10
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
検
査
方
法　

検
査
用
の
容
器
を

事
前
に
生
活
環
境
課
で
受
け
取

り
、
受
付
日
の
朝
に
井
戸
水
を

容
器
に
汲
ん
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
料
金　

①
飲
用
井
戸
水
水
質
調
査
12
項
目

５
４
５
０
円

②
飲
用
井
戸
水
水
質
調
査
14
項
目

１
万
８
９
０
０
円

③
ヒ
素　
　
　
　
　

３
１
５
０
円

※
結
果
は
受
け
付
け
後
、
７
～
10

日
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
㈶
茨
城
県
薬
剤
師
会
公
衆
衛

生
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
９
３
０
０

　

生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
大
友
）
内
３
７
１

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催

飲
用
井
戸
水
の
検
査

案  

内

　

心
身
に
障
害
が
あ
る
方
が
使
用

す
る
軽
自
動
車
、
も
し
く
は
こ
れ

ら
の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
常
時
使

用
す
る
軽
自
動
車
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
軽
自
動
車
税

が
減
免
（
免
除
）
さ
れ
ま
す
。

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

①
障

害
者
手
帳
②
運
転
免
許
証
（
写

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
課

題
な
ど
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
す

○
と
き　
６
月
６
日
㈪
～
８
日
㈬

　

３
日
間　

午
後
６
～
９
時

○
場
所　

中
郷
多
目
的
集
会
所

　

  （
中
郷
町
上
桜
井
）

○
講
習
科
目
　
基
礎
物
理
、
基
礎

　
化
学
、
危
険
物
に
関
す
る
法
令

○
費
用　

２
０
０
０
円

　

  （
テ
キ
ス
ト
を
含
む
）

○
申
込
方
法　
６
月
２
日
㈭
ま
で

に
費
用
を
添
え
て
左
記
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
試
験
日　

６
月
26
日
㈰

　

会
場　

茨
城
大
学
工
学
部

　

願
書
受
付
期
間

　

電
子
申
請　

４
月
25
日
㈪
～

５
月
16
日
㈪

　

書
面
申
請　

４
月
28
日
㈭
～

５
月
19
日
㈭

申
問
消
防
本
部
危
険
物
係

（
滑
川
）
☎
㊷
７
１
４
２

軽
自
動
車
税
の
減
免（
免
除
）

申
請
に
つ
い
て

高
齢
者
の
「
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ

調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

前
期
危
険
物
取
扱
者

試
験
準
備
講
習
会

　弁護士による無料法律相談所を開設し
ます。土地問題や金銭貸借、離婚、相続
など日常生活上の法律問題でお困りの市
内に住所を有する方、気軽にご相談くだ
さい。
○とき　５月17日㈫
　午後１時～４時30分
○ところ　市役所４階会議室
○申込方法　電話予約のみ受け付けます
（先着16人）。５月10日㈫午前８時30
分から９時10分までは専用受付☎４３‐
２３２４へ。以降は下記へお申し込みく
ださい。申し込みが多いため、電話がつ
ながりにくいことがあります。ご了承く
ださい。

市民課 広報広聴係（塚原）　 １７８

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。
４

月
28
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
塚
原
）
内
１
７
８

し
可
）
③
印
鑑
④
車
検
証
（
写

し
可
）
⑤
納
税
通
知
書
⑥
減
免

申
請
書

○
受
付
期
間　
５
月
13
日
㈮
～
24

日
㈫

申
問
税
務
課 

庶
務
係
（
鈴
木
）

内
１
５
２

無料法律相談を行います

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
日
常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

が
ま
だ
の
方
は
、
本
調
査
の
目
的

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
関
す
る
質
問
、
問
い
合
わ
せ
先

は
、
左
記
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課

介
護
保
険
室　

内
１
２
６

在
宅
支
援
係　

内
１
２
１

高
齢
福
祉
係　

内
１
２
２
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■
心
配
ご
と
相
談

４
月
は
行
い
ま
せ
ん
。

[ 

地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー ]

５
月
６
日
㈮
、
19
日
㈭

[ 

大
津
町
公
民
館 ]

５
月
13
日
㈮
、
26
日
㈭

　

ど
ち
ら
も
午
後
１
時
～
４
時

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
㊷
０
７
８
２

■
移
動
児
童
相
談

４
月
20
日
㈬
、
５
月
18
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時

大
津
子
ど
も
の
家

問
社
会
福
祉
課	

内
１
３
２

■
４
・５
月
の「

ふ
れ
あ
い
体
操
」

４
月
19
日
、
26
日

５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、

31
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
１
２
４

　

農
用
地
区
域
内
で
は
農
地
転
用

の
前
に
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
を
す

る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
間　
４
月
28
日
㈭

　

申
問
農
林
水
産
課 

農
政
係

（
山
縣
、
金
成
）
内
３
８
５

農
用
地
区
域
の
除
外
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

募  

集

　

ス
イ
カ
な
ど
の
野
菜
を
苗
や
種

か
ら
育
て
て
食
べ
る
ま
で
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
隊
員
と

一
般
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
内
容　

　

第
１
回　

５
月
７
日
㈯　

　

畑
を
つ
く
り
、
苗
を
植
え
て
み

よ
う

　

第
２
回　

６
月
11
日
㈯　

　

花
を
ス
ケ
ッ
チ
し
よ
う

　

第
３
回　

７
月
30
日
㈯　

　

食
べ
て
み
よ
う

○
と
こ
ろ　

元
気
っ
子
体
験
農
園

(

中
郷
町
上
桜
井)

○
募
集
人
員　

30
人

○
参
加
費
用　
５
０
０
円

○
申
込
方
法　
４
月
28
日
㈭
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

夏
野
菜
つ
く
り
隊
隊
員
募
集

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

当
選
者
の
み
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

申
問
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

（
岡
原
）
内
４
３
１

㊷
０
４
５
４

■
会
社
・
法
人
登
記
事
務
の

　
　
　
　

取
扱
庁
が
変
わ
り
ま
す

　

水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支
局
で

取
り
扱
っ
て
い
る
会
社
や
法
人
の

登
記
事
務
は
、
５
月
23
日
㈪
か
ら

水
戸
地
方
法
務
局
登
記
部
門
で
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に

係
る
登
記
事
項
証
明
書
・
印
鑑
証

明
書
の
交
付
事
務
、
電
子
証
明
書

の
発
行
事
務
は
、
引
き
続
き
日
立

支
局
で
も
取
り
扱
い
ま
す
。

問
水
戸
地
方
法
務
局

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
２
６

●
太
陽
お
ば
ば

雀
野
日
名
子

●
本
日
は
大
安
な
り辻

村　

深
月

●
く
る
す
の
残
光

仁
木　

英
之

●
夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う

藤
田　

宜
永

●
長
い
長
い
殺
人

宮
部
み
ゆ
き

●
呪
い
の
ま
ぼ
ろ
し
美
容
院

斉
藤　
　

洋

●
だ
っ
こ
の
木

宮
川　

ひ
ろ

●
ぐ
り
ぐ
り
く
ん

五
味　

太
郎

●
お
に
も
つ
は
い
け
ん

吉
田　

道
子

●
た
こ
や
き
よ
う
ち
え
ん

さ
い
と
う
し
の
ぶ

４
月
の
新
刊
図
書

休日の
当番医

診療時間　午前９時～午後５時

4／17 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

24 なかの循環器科・内科クリニック
☎ 30-1002 ( 中郷町 )

29 荒川内科医院
☎ 43-2288 ( 磯原町 )

5／1 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

3 北茨城中央クリニック
☎ 30-1600 ( 磯原町 )

4 瀧病院
☎ 42-1221 ( 磯原町 )

5 かもめ・大津港クリニック
☎ 46-0133 ( 大津町 )

8 友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

15 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

22 市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

健
　
診
　
と
　
相
　
談

☆
各
種
相
談
な
ど

■
４
カ
月
児
健
康
診
査

４
月
21
日
㈭
、
５
月
19
日
㈭

午
後
０
時
30
分
～１

時
15
分
受
付

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

４
月
22
日
㈮
、
５
月
27
日
㈮

午
後
１
時
～
１
時
30
分
受
付

■
２
歳
児
歯
科
健
診

５
月
12
日
㈭

午
後
１
時
～
１
時
30
分
受
付

■
３
歳
児
健
康
診
査

５
月
13
日
㈮

午
後
１
時
～
２
時
受
付

■
育
児
相
談

（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
）

４
月
27
日
㈬
、
５
月
25
日
㈬

午
後
１
時
～
２
時
受
付

■
歯
の
相
談
（
要
予
約
）

４
月
27
日
㈬
、
５
月
25
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
精
神
保
健
相
談
（
要
予
約
）

４
月
25
日
㈪
、
５
月
18
日
㈬

☆
各
種
健
診
な
ど☎㊸

１
３
１
０

国
民
年
金
保
険
料
［
３
月
分
］

納
期
限　
　
　
　

 

５
月
２
日

今月の納税

情
報
B
O
X
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　住みよいまちをつくるためには、皆さんの
意見や提案を聴き、市政に反映させることが
大切と考えます。
　市では平成9年4月から市政の運営に活用

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成24年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

181

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

する提案制度「私の提案」で皆さんからの
貴重な意見や要望をお受けしています（送
料無料）。
　市民課 広報広聴係（塚原）　　　　１７８

1 9 1 5 9 2

問 内

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

■
お
詫
び
と
訂
正

　
・
広
報
き
た
い
ば
ら
き
３
月
号
８

頁
、
生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購

入
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
・
密
閉
型
容
器
）
限
度
額

　

誤
３
万
円
→
正
３
０
０
０
円

問
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
皆
川
）

☎
㊻
５
６
１
９

　
・
号
外
お
知
ら
せ
北
茨
城
（
４
月

３
日
㈰
発
行
）
の
水
道
水
か
ら
検

出
さ
れ
た
放
射
能
に
つ
い
て
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

飲
料
制
限
基
準
の
セ
シ
ウ
ム
の
値

　

誤
０
．
62
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

　
　
　
　
　

↓

　

正
２
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り

「
お
知
ら
せ
北
茨
城
（
回
覧
版
）

３
０
２
号
」
の
発
行
が
４
月
に
延

期
、ま
た「
広
報
き
た
い
ば
ら
き
」

の
発
行
も
遅
れ
ま
し
た
。
ご
不
便

を
お
か
け
し
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
今
後
の
予
定
は
「
お
知
ら

せ
北
茨
城
３
０
２
号
」
の
発
行
が

４
月
28
日
㈭
、
広
報
き
た
い
ば
ら

き
５
月
号
の
発
行
が
５
月
10
日
㈫

で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
知
ら
せ
北
茨
城
３
０
３
号
は

通
常
通
り
５
月
20
日
頃
発
行
予
定

で
す
。

15　広報　きたいばらき　4月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



私 の 提 案

　「私の提案」のほか、「市長へのファックス」やインターネットによる「Eメール」
でも皆さんからのご意見、ご提案を随時お受けしています。この場合も「私の
提案」と同様に、必ず住所、氏名、電話番号を記載のうえ、送信してください
（個人情報は保護したうえで、広報紙等で公表されることがあります）。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

●市長へのファックス　30ー 1350　●Eメールアドレス　kouhou@city-kitaibaraki.jp

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの 〒319-
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

の

　
　り

　
　し

　
　ろ

市の人口と世帯　平成 23 年 3 月 1 日現在（　）は前月比

総人口… 46,813 人 （ − 51） 出　生… 27 人 （ 　＋ 2）

男… 23,026 人 （ − 35） 死　亡… 59 人 （   − 6）

女… 23,787 人 （ − 16） 転　入… 66 人 （ 　＋ 9）

世帯数… 17,523 世帯（ − 18） 転　出… 85 人 （ 　＋ 5）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 0 2 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト
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